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標
本
に
は
、
乾
燥
標
本
や
液
浸
標
本

な
ど
、
生
物
の
種
類
や
状
態
に
よ
っ

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
が
あ
る
。
「
生

物
多
様
な
部
屋
」
展
で
は
、
北
大
の
研

究
者
が
収
集
し
て
き
た
多
様
な
生
物
群

に
つ
い
て
、
そ
の
標
本
を
一
堂
に
集
め

て
紹
介
し
て
い
る
。 

 

北
大
は
分
類
学
の
メ
ッ
カ 

 

北
大
は
分
類
学
の
メ
ッ
カ
だ
。
札
幌

 

北
海
道
大
学
総
合
博
物
館
に
は
、
大

学
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
標
本
や
資
料
が
集

ま
っ
て
く
る
。
そ
れ
ら
は
分
類
学
の
研

究
に
用
い
ら
れ
る
植
物
標
本
や
、
考
古

学
研
究
に
用
い
ら
れ
る
土
器
片
な
ど
、

大
学
で
の
研
究
活
動
に
用
い
ら
れ
た
資

料
で
あ
る
場
合
も
あ
る
し
、
北
大
の
歴

史
を
語
る
写
真
や
文
書
、
技
術
史
を
辿

る
資
料
と
な
る
分
析
機
械
な
ど
、
博
物

館
に
収
蔵
さ
れ
る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら

研
究
資
料
と
な
る
よ
う
な
も
の
も
あ

り
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。 

 

そ
の
よ
う
な
多
様
な
資
料
が
あ
る
な

か
、
こ
の
夏
、
総
合
博
物
館
で
は
開
館

十
周
年
記
念
企
画
展
示
「
生
物
多
様
な

部
屋 

北
大
の
分
類
学
の
系
譜
」
を
開

催
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
分
類
学
と

い
う
視
点
か
ら
、
総
合
博
物
館
に
収
蔵

さ
れ
て
い
る
生
物
標
本
の
一
端
が
公
開

さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
今
回
は
、
北
大

と
分
類
学
と
の
関
わ
り
や
、
生
物
標
本

に
つ
い
て
紹
介
す
る
。 

 

分
類
学
と
標
本 

 

地
球
上
の
生
物
に
名
前
を
付
け
、
互

い
の
系
統
関
係
や
形
態
の
多
様
性
な
ど

を
明
ら
か
に
す
る
学
問
を
分
類
学
と
言

う
。
大
き
く
分
け
て
動
物
分
類
学
と
植

物
分
類
学
が
あ
り
、
国
際
的
に
定
め
ら

れ
た
「
命
名
規
約
」
に
基
づ
い
て
、
新

種
の
生
物
に
名
前
を
与
え
、
決
ま
っ
た

形
式
で
論
文
を
発
表
す
る
。
そ
の
際
、

名
前
を
付
け
た
新
種
の
生
物
の
根
拠
と

な
る
標
本
を｢

タ
イ
プ
標
本｣

と
言
う
。 

農
学
校
を
象
徴
す
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス

ミ
ス
・
ク
ラ
ー
ク
は
、
ア
メ
リ
カ
の
マ

サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
農
科
大
学
で
園
芸

学
・
植
物
学
を
講
じ
て
い
た
。
そ
の
ク

ラ
ー
ク
の
影
響
を
受
け
て
、
農
学
校
に

は
多
数
の
植
物
標
本
が
集
積
さ
れ
る
と

共
に
、
植
物
園
ま
で
が
設
置
さ
れ
た
。

今
日
で
言
う
と
こ
ろ
の
植
物
多
様
性
研

究
の
先
鞭
は
こ
う
し
て
つ
け
ら
れ
、
以

来
、
宮
部
金
吾
、
工
藤
祐
舜
、
伊
藤
誠

 

タ
イ
プ
標
本
は
世
界
で
ひ
と
つ
し
か

無
い
、
そ
の
生
物
の
基
準
と
な
る
標
本

だ
。
そ
の
た
め
、
数
あ
る
標
本
の
中
で

も
別
格
に
大
切
に
保
存
さ
れ
る
。
し
か

し
、
タ
イ
プ
標
本
以
外
の
標
本
も
、
そ

の
生
物
、
そ
し
て
関
連
す
る
生
物
の
多

様
性
を
理
解
す
る
上
で
と
て
も
大
切
な

も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
標
本
を
守
り

次
世
代
へ
継
承
し
て
い
く
こ
と
が
、
博

物
館
最
大
の
使
命
だ
。 

哉
、
舘
脇
操
、
山
田
幸
男
ら
北
方
植
物

分
類
学
の
多
才
な
指
導
者
を
輩
出
し
た

北
海
道
大
学
は
、
北
の
植
物
研
究
の
一

大
拠
点
と
発
展
し
、
現
在
に
至
っ
て
い

る
。
そ
の
軌
跡
は
、
現
在
総
合
博
物
館

に
集
約
さ
れ
て
い
る
無
数
の
植
物
標
本

に
見
る
こ
と
が
出
来
る
。 

 

か
つ
て
東
洋
一
と
呼
ば
れ
た
石
造
り

の
昆
虫
標
本
庫
が
、
現
在
も
総
合
博
物

館
に
隣
接
す
る
ロ
ー
ン
に
ひ
っ
そ
り
と

残
さ
れ
て
い
る
。
北
大
交
流
プ
ラ
ザ

「
エ
ル
ム
の
森
」
と
な
っ
た
緑
色
の
屋

根
の
建
物
が
、
か
つ
て
の
昆
虫
学
教
室

で
あ
る
こ
と
は
有
名
だ
が
、
実
は
そ
の

裏
手
に
立
つ
石
造
建
築
物
が
昆
虫
標
本

庫
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
人
は
少
な

い
。
万
一
の
火
災
な
ど
か
ら
貴
重
な
標

本
を
守
る
た
め
に
、
標
本
庫
を
石
造
建

築
と
す
る
こ
と
を
強
く
進
言
し
た
の

が
、
「
我
が
国
に
お
け
る
近
代
昆
虫
学

の
開
祖
」
と
呼
ば
れ
る
松
村
松
年
で
あ

る
。
彼
は
一
九
〇
七
年
に
札
幌
農
学
校

の
昆
虫
学
教
室
主
任
と
な
っ
た
が
、
そ

れ
は
そ
の
ま
ま
我
が
国
最
初
の
昆
虫
学

教
室
の
創
設
で
あ
っ
た
。
昆
虫
分
類
学

と
応
用
昆
虫
学
の
一
大
研
究
拠
点
と
な

っ
た
北
海
道
大
学
は
、
今
日
も
多
数
の

分
類
学
者
を
輩
出
す
る
と
共
に
、
膨
大

な
昆
虫
標
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
構
築
を

続
け
て
い
る
。 

 

総
合
博
物
館
に
は
、
函
館
キ
ャ
ン
パ

ス
に
水
産
科
学
館
と
い
う
分
館
が
あ

る
。
函
館
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
水
産
学
部

魚
類
体
系
学
教
室
が
あ
り
、
魚
類
の
分

類
学
研
究
に
伴
い
多
数
の
標
本
を
収

集
。
以
来
、
こ
れ
ら
の
標
本
を
集
積
し

て
き
た
旧
水
産
資
料
館
が
、
今
日
総
合

博
物
館
の
分
館
と
し
て
、
水
産
学
部
と

手
を
携
え
な
が
ら
新
た
な
歴
史
を
刻
ん

で
い
る
。
札
幌
で
は
目
に
す
る
こ
と
の

で
き
な
い
魚
類
の
多
様
性
が
標
本
で
展

示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
水
産
学
部
へ
お

出
か
け
の
際
に
は
ぜ
ひ
立
ち
寄
っ
て
頂

き
た
い
。 

 

分
類
学
を
継
承
す
る
若
者
た
ち 

 

よ
く
間
違
わ
れ
る
が
、
標
本
は
研
究

が
終
わ
っ
た
後
の
使
い
古
し
で
は
な

い
。
こ
れ
ら
の
標
本
は
機
会
あ
る
ご
と

に
新
た
な
研
究
材
料
と
し
て
活
躍
す
る

現
役
の
学
術
資
源
で
あ
る
。
そ
の
証
拠

に
、
現
在
も
分
類
学
を
学
ん
で
い
る
若

手
大
学
院
生
が
多
数
北
大
で
活
躍
し
、

地
球
上
の
生
物
多
様
性
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
に
日
々
研
鑽
を
続
け
て
い
る
。 

 

総
合
博
物
館
で
は
九
月
二
十
五
〜
二

十
七
日
の
三
日
間
、
現
役
の
大
学
院
生

に
よ
る
ポ
ス
タ
ー
発
表
会
「
分
類
学
を

継
承
す
る
若
者
た
ち
」
を
開
催
す
る
。

新
進
気
鋭
の
大
学
院
生
た
ち
が
、
自
ら

の
分
類
学
を
ポ
ス
タ
ー
形
式
で
わ
か
り

や
す
く
解
説
す
る
。
場
所
は
総
合
博
物

館
一
階
知
の
統
合
コ
ー
ナ
ー
で
。
入
退

場
自
由
、
無
料
。
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
い

た
だ
き
、
企
画
展
示
と
と
も
に
北
大
の

分
類
学
を
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。 

総合博物館
研究支援推進員 

 第２回 

北大の分類学と生物標本

  持田 誠

今もローンに残る旧昆虫標本庫。1927(昭和 2)年

建造なので総合博物館よりも2年古い。 

。 


